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平
成
二
十
七
年
度　

修
士
論
文
要
旨

　
　

段
階
動
詞
と
副
詞
的
修
飾
成
分
と
の
共
起
関
係
に
つ
い
て
の
研
究

―
―「
Ｖ
１
つ
づ
け
る
」
を
中
心
に
―
―

王　
　
　

丹　

彤　
　
　

１
．
研
究
目
的

　

本
研
究
の
目
的
は
ア
ス
ぺ
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
各
表
現
手
段
、
各

ア
ス
ペ
ク
ト
的
な
意
味
を
視
野
に
入
れ
、
統
語
論
的
な
研
究
に
お
い

て
、
修
飾
成
分
と
修
飾
さ
れ
る
述
語
成
分
と
の
共
起
関
係
と
い
う
視

点
か
ら
、
ア
ス
ペ
ク
ト
的
な
意
味
機
能
を
記
述
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

ア
ス
ペ
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
は
、
時
間
的
限
定
性
の
あ
る
動
的
事

象
の
時
間
的
展
開
に
お
け
る
様
々
な
姿
を
表
し
分
け
る
カ
テ
ゴ
リ
ー

で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
ア
ス
ペ
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
文
に
お
け

る
様
々
な
ア
ス
ペ
ク
ト
的
な
意
味
と
、
様
々
な
表
現
手
段
と
の
体
系

で
あ
る
。
戦
後
の
ア
ス
ペ
ク
ト
研
究
は
主
に
形
態
論
的
に
、
動
詞
や

述
語
を
中
心
に
進
ん
で
い
る
。
ア
ス
ペ
ク
ト
標
示
に
関
し
て
形
態
論

的
カ
テ
ゴ
リ
ー
、
語
形
変
化
が
な
い
言
語
も
あ
る
が
、
語
彙
的
、
語

順
な
ど
様
々
な
表
現
手
段
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
文
レ
ベ
ル
で
の
ア

ス
ぺ
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
ど
の
言
語
に
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
形
態
論

的
手
段
で
は
な
く
、
ほ
か
の
ア
ス
ペ
ク
ト
的
な
表
現
手
段
に
関
す
る

研
究
は
ア
ス
ぺ
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
研
究
に
と
っ
て
意
義
が
あ
り
、
さ

ら
に
は
、
出
来
事
の
時
間
的
展
開
の
本
質
的
な
特
徴
が
窺
え
、
諸
言

語
間
の
対
照
研
究
に
と
っ
て
も
価
値
が
あ
る
。
本
研
究
は
、
語
彙
的

な
ア
ス
ペ
ク
ト
表
現
手
段
に
属
す
る
「
Ｖ
１
＋
つ
づ
け
る
」
を
中
心

に
、
段
階
動
詞
と
副
詞
的
修
飾
成
分
と
の
共
起
関
係
か
ら
、
ア
ス
ペ

ク
ト
的
な
意
味
機
能
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
。

２
．
論
文
構
成

　

本
研
究
は
、
一
～
六
章
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
中
心
は

第
四
章
「
段
階
動
詞
と
副
詞
的
修
飾
成
分
」
と
第
五
章
「
段
階
動
詞

と
時
の
表
現
と
の
共
起
関
係
」
で
あ
る
。
詳
細
は
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。

　

第
一
章　

本
研
究
の
目
的
及
び
構
成

　

第
二
章　

先
行
研
究
の
ま
と
め
と
、
本
研
究
の
位
置
づ
け

　

第
三
章　

研
究
方
法
及
び
デ
ー
タ
の
構
成

　

第
四
章　
「
Ｖ
１
＋
つ
づ
け
る
」
と
副
詞
的
修
飾
成
分
と
の
共
起
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関
係
の
考
察
お
よ
び
、「
～
て
い
る
」
形
式
と
の
対
照

　

第
五
章　
「
Ｖ
１
＋
つ
づ
け
る
」
と
時
の
表
現
と
の
共
起
関
係
の

考
察
お
よ
び
、「
～
て
い
る
」
形
式
と
の
対
照

　

第
六
章　

結
論
と
今
後
の
課
題

３
．
研
究
方
法

　

本
研
究
は
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、「
Ｖ
１
＋
つ
づ
け
る
」
を
中
心

に
段
階
動
詞
と
副
詞
的
修
飾
成
分
と
の
共
起
関
係
を
考
察
す
る
た
め
、

『
現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
（
中
納
言
）』
を
利
用
し
、

用
例
を
収
集
し
た
。
元
デ
ー
タ
は
、「
Ｖ
１
＋
つ
づ
け
る
」
に
関
わ

る
デ
ー
タ
一
七
八
八
文
（「
短
単
位
検
索
」
で
動
詞
の
連
用
形
を
前

方
共
起
条
件
に
設
定
し
、「
ツ
ヅ
ケ
ル
」
を
検
索
の
キ
ー
と
し
て
検

索
）
と
「
Ｖ
１
＋
つ
づ
け
る
」
と
類
似
性
を
持
ち
、
対
照
項
目
と
見

な
す
「
～
て
い
る
」
形
式
に
関
わ
る
デ
ー
タ
一
八
〇
〇
文
（「
文
字

列
検
索
」
で
そ
れ
ぞ
れ
「
て
い
る
」「
て
い
ま
す
」「
て
い
た
」「
て

い
ま
し
た
」
を
検
索
の
キ
ー
と
し
て
検
索
）
が
含
ま
れ
る
。
そ
し
て
、

仁
田
義
雄
（
二
〇
〇
二
）
で
規
定
さ
れ
て
い
る
副
詞
分
類
に
よ
り
、

収
集
し
た
用
例
の
中
か
ら
関
連
す
る
構
文
成
分
を
抽
出
し
、
分
類
整

理
し
た
。

４
．
研
究
成
果

　

本
研
究
の
分
析
考
察
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
理
結
果
に
基
づ
き
、

共
起
関
係
の
傾
向
や
形
成
原
因
を
分
析
し
、
ア
ス
ペ
ク
ト
的
な
意
味

機
能
を
考
察
し
た
。
結
論
と
し
て
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

①
「
Ｖ
１
＋
つ
づ
け
る
」
は
明
ら
か
に
事
象
を
表
す
前
項
Ｖ
１
と
、

時
間
を
表
す
後
項
ツ
ヅ
ケ
ル
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
一
方
は

内
部
の
前
後
二
項
が
あ
る
程
度
分
化
し
、
も
う
一
方
は
、
語
彙
的
意

味
に
制
限
を
受
け
、
結
合
条
件
が
あ
る
。
そ
こ
で
、「
Ｖ
１
＋
つ
づ

け
る
」
と
副
詞
的
修
飾
成
分
と
の
共
起
関
係
は
、<

様
態>

　
（
ゆ
っ

く
り
、
え
ん
え
ん
）
と<

時
間>

 

（
ず
っ
と
、
次
々
）
に
集
中
し
、

ほ
ぼ
平
等
に
分
化
し
、Ｖ
１
に
な
り
に
く
い
動
詞
と
相
性
が
い
い「
程

度
量
の
副
詞
」（
と
て
も
、
非
常
に
）、「
結
果
の
副
詞
」（
赤
く
、
丈

夫
に
）
と
は
共
起
し
に
く
い
。
一
方
、「
～
て
い
る
」
形
式
は
文
法

的
意
味
の
み
を
持
ち
、
内
部
が
分
化
せ
ず
、
結
合
制
限
も
お
よ
そ
な

い
の
で
、<

様
態>

以
外
の
副
詞
と
の
共
起
は
ほ
と
ん
ど
差
が
な
く
、

一
様
で
あ
る
。

　

②
ツ
ヅ
ケ
ル
は
「
Ｖ
１
＋
つ
づ
け
る
」
の
後
項
動
詞
と
し
て
、
一

方
は<

限
界
消
去>

と
い
う
機
能
を
持
ち
、
も
う
一
方
は
事
象
が
持

続
中
の
段
階
に
限
定
す
る
。
そ
こ
で
、「
Ｖ
１
＋
つ
づ
け
る
」
と
時

間
関
係
の
副
詞
と
の
共
起
関
係
は
限
界
性
と
相
関
す
る
タ
イ
プ
「
事

態
存
続
の
時
間
量
」、「
時
間
に
お
け
る
事
態
の
進
展
」
を
表
す
副
詞

（ex

：
ず
っ
と
、
し
ば
ら
く
）
に
偏
り
、
出
来
事
と
異
な
る<

想
定

事
態>

を
必
要
と
す
る
「
マ
ダ
・
モ
ウ
」
と
の
共
起
関
係
が
弱
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、「
～
て
い
る
」
形
式
は
「
マ
ダ
・
モ
ウ
」
と
共
起

し
や
す
い
。

　

③
「
Ｖ
１
＋
つ
づ
け
る
」
は
語
彙
的
ア
ス
ペ
ク
ト
表
現
手
段
と
し

て
、
外
的
時
間
と
の
相
関
性
が
弱
く
、
形
態
論
的
手
段
に
頼
る
。
ゆ

え
に
、
外
的
時
間
を
表
す
テ
ン
ポ
ラ
リ
テ
ィ
表
現
と
し
て
の
時
の
状
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況
成
分
に
お
け
る
共
起
関
係
は
、
出
来
事
時
を
指
示
す
る
相
対
的
な

も
の
（
そ
の
時
、
翌
日
）
に
偏
り
、
発
話
時
を
基
準
と
す
る
も
の
と

の
共
起
関
係
が
弱
い
。
一
方
、「
～
て
い
る
」
形
式
は
テ
ク
ス
ト
機

能
を
持
ち
、
外
的
時
間
と
相
関
す
る
。
継
続
相
と
し
て
、
発
話
活
動
、

発
話
時
を
基
準
に
す
る
テ
ン
ポ
ラ
リ
テ
ィ
表
現
（
今
、
最
近
）
と
共

起
し
や
す
い
。

　

④
時
の
表
現
に
お
い
て
、「
Ｖ
１
＋
つ
づ
け
る
」、「
～
て
い
る
」

と
の
共
起
関
係
は
、
時
の
状
況
成
分
に
お
け
る
傾
向
と
形
成
原
因
と

類
似
し
て
い
る
。
二
つ
の
表
現
と<
内
的
時
間>

、<

外
的
時
間>

と

の
相
関
性
の
差
異
に
よ
り
、「
Ｖ
１
＋
つ
づ
け
る
」
の
方
は
内
的
時

間
を
表
す
「
時
間
関
係
の
副
詞
」
と
共
起
し
や
す
く
、「
～
て
い
る
」

の
方
は
外
的
時
間
を
表
す
「
時
の
状
況
成
分
」
と
共
起
し
や
す
い
。

　

⑤
期
間
表
現
に
お
い
て
、「
Ｖ
１
＋
つ
づ
け
る
」と
の
共
起
関
係
は
、

「
事
態
存
続
の
時
間
量
」
を
表
す
副
詞
と
の
共
起
と
類
似
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
非
内
的
限
界
で
あ
る
「
Ｖ
１
＋
つ
づ
け
る
」
の
表
現
に

外
か
ら
限
界
を
設
け
、
限
定
す
る
こ
と
で
あ
り
、「
Ｖ
１
＋
つ
づ
け

る
」
と
相
性
が
よ
く
、
共
起
し
や
す
い
。


